
Ⅱ－１．メインテーマについて Ⅱ－２．口演発表について

第28回関東甲信越地区学会アンケート結果

日時：平成29年5月27日（土）

場所：横浜パシフィコ　アネックスホール

アンケート回収：358枚　　回収率：32.4％

Ⅰ-1．あなたの看護師歴は？ Ⅱ-2．あなたの手術室での経験は？

Ⅰ-3．あなたの役職は？ Ⅰ-4．今学会の参加動機は？

参加人数：1,104名
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Ⅱ－３．示説発表について Ⅱ－４．認定看護師ワンポイントレクチャー

Ⅱ－５．特別講演について Ⅱ－６．シンポジウムについて

Ⅲ．その他

１．学会に参加して得られたことは何ですか？
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・他職種の連携、情報共有の方法

・情報の活用について視点や戦略をふまえたデータの提供、工夫が必要だと分かった

・情報、データの基本的考え方

・数字のデータの暴力性や情報をうまく活用する必要性を学ぶことが出来た

・病棟看護師としてどうかかわるべきかを知った

・外科医からみた周術期の視点

・情報共有が継続看護につながる

・術前から術後を通した情報共有の重要性

・データの可視化、周術期情報共有方法

・情報収集を効率よくすることで業務改善につながる

・情報と安全 倫理

・周術期看護の実践、ﾃﾞｰﾀの活用戦略

・OPNSの倫理的課題、チーム医療での情報共有の大切さ

・情報活用スキル、コミュニケーション力について

・情報の取り方、得た情報、活用の仕方、目的を明らかにする必要性

・他病院の研究や事例から看護について

・看護研究の進め方やテーマについて

・新しい情報、研究の質の向上

・コミュニケーションの重要性

・日々の業務に研究的な視点を取り組むことで業務改善が図れる

・現在の医療情勢、他病院の現状

・他施設での取り組みや管理方法

・口演発表により日頃の看護に役立てられそうなポイント

・ラテックス対策について



３．認定看護師ワンポイントレクチャーに取り上げてほしいテーマはありますか

２．関東甲信越地区手術看護学会にどのような企画（テーマ・講演・展示・表彰）を希望しますか

・口演発表により日頃の看護に役立てられそうなポイント

・ラテックス対策について

・OPE室中の家族の不安の内容

・周術期管理チーム看護師の役割

・周術期看護における疼痛管理（PCAの薬剤管理、患者教育、指導）

・手術室経験のある看護師の病棟での関わり方連携

・周術期管理チームの取り組み(現状)

・チーム医療としての活動、連携

・術前・術中・術後を通しての事例

・手術室スタッフの教育

・質の向上のための教育

・クリニカルラダー

・ストレスマネジメント 教育 倫理

・手術室のコミュニケーション

・OPE室内のスタッフの人間関係構築について

・働き方改善 多様化している勤務形態でOPE室での働き方

・災害時の対応についての講演(手術室において、又他職種とのかかわり)

・医療安全の取組、医療紛争

・リスクマネジメントや小規模病院での看護研究

・感染対策（滅菌洗浄も含めて）

・褥瘡対策

・特殊体位

・ラテックス対策全般

・医療者以外の方の講演

・麻酔科医師によるワンポイントレクチャー、麻酔科医が考えていること

・小児手術分野に特化したテーマ、講演

・手術に関する診療報酬

・外回り看護

・世界の医療について

・高齢化に向けて今後の手術室看護がどうあるべきか

・業務、ツールの活用で看護に活かされる環境について考えるテーマ（教育環境・コミュニケーション・器械の

統一・モニターの統一）

・後方病院との連携（術前・術後） クリティカル部門での連携

・実践指導看護師の活動について

・手術看護記録

・褥瘡認定NsとOPE室認定Nsの協力などで予防できた皮膚トラブルの症例

・医療安全

・急変時対応

・アナフィラキシーショック

・手術室看護師の現任教育

・ラダーレベルⅠ～Ⅲに対しての指導（自主性、責任感の向上に焦点をあてて）

・手術室の新人教育体制

・看護研究の進め方

・術後せん妄のリスク評価とその対策

・術中の体位の取り方（基本的な）

・腹臥位OPEの工夫点

・手術室でのフィジカルイグザミネーション。ナラティブ

・手術室看護師が実際に行った業務改善

・ラテックスアレルギー。安全管理

・医療器具による皮膚損傷（テープなどの表皮剥離含む）の予防策

・フットポンプの活用

・CNの実際の取り組み、チーム内のポジション

・コンパートメント予防



・CNの実際の取り組み、チーム内のポジション

・コンパートメント予防

・術前外来の各施設の取り組み

・体温管理

・小児に関すること

・DVT予防、アセスメント

・認定看護師活動や活躍の場

・入室～退室まで動きの一連を通してポイントをおいている部分をいれた実演

・術前訪問の記録方法

・手術看護記録と診療録の違い


